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FAOBayofBengalProgramme
(1979-2000) に お け る地域概念

一ーその出版物の分析一一

田 中 雅 一~*

1 は じ め に

本論の目的は，ベンガル湾を対象とする開発フ。ログラムの出版物に注目し，そこに認められ

る地域概念について考察することである。具体的には，出版物のテーマの分析と漁村の女性に

ついての報告書の内容分析を行う。

地域 areaという概念、は，国家単位の歴史・文化研究を克服するために提案された。その背

景には，国家そのものの政治的な人為性があるという点で国家単位の研究にはつねに限界があ

ること，国家単位の研究はしばしば，意図しないにせよナショナリスティックな言説に絡め取

られる傾向があることなどにたいする反省があるOそれでは国家に代わって提唱された地域と

はし、かなる単位なのか。

l つ は生態系に基づ、 く 単位で， こ の よ う な考え方はわが国で は梅樟忠夫の 『文明の生態史

観J (1 967 ) に始ま る と い っ て よ か ろ う 。 生態系 と密接に結び、つ く かた ち で さ ま ざ ま な文化単

位としての地域が提唱されてきた。

また，戦略的視点からの地域概念も無視できなしい)。たとえば東南アジアという概念は，

1943 年に 日本の南進を迎え撃つため に コ ロ ン ボ に設置 さ れた司令部の名前に使用 さ れたのが，

その現代的な意味の起源である。サイードの『オリエンタリズム』での指摘を待つまでもなく，

地域研究が植民地支配や国家利害と密接に結び、ついて発展してきたことは自明の事実である。

地域研究が国家戦略の一部として推進されたのであるなら，地域概念もまた国家中心主義の帰

結でしかな ~ ' o

さらに，現代では開発や環境保全の視点から，国境を越えて地域を理解することが必須と
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なっている。生態系に基づく地域にしても戦略あるいは開発単位としての地域にしても，それ

はいわば上からの鳥敵的視点という点で共通している。一国主義を越える，というスローガン

にもかかわらず，地域はしばしば既存の国家の集積にすぎない，その結果，ヨーロッパ連合や

アセアンといった，国家を単位とする政治的な地域連合体と限りなく重なってしまうというこ

とも確かである。

こうした烏撒的地域概念にたいして，松田は虫轍図的な視点から，民衆のネットワークに注

目し，下からの地域主義を主張している[松田 1 993 : 23J 。 松田 は ま ず， 先に指摘 し た よ う な

ヨーロッパの植民地支配やアメリカの世界戦略が地域概念を必要とし，それを生みだしたとい

うことだけが問題なのではなく， I地域を地域と し て ま と め る く眼差 し 〉 自体がすでに権力的

である J [松田 1 993 : 23J と 指摘す る 。 そ し て ， つ ぎの よ う に 自問す る 。 「私た ち は こ の く眼

差し〉の前でなす術がないのだろうか。そんなことはない。地域研究が，このく眼差し〉に

よって見つめられてきた側の人々とく共にある〉ことができるならば，可能性は開けてくるに

違いない。」そして，そのために必要なのは， I地域研究の出発点は実際の人々 の生活共同の現

場にあるということであり，……〈眼差し〉によって切りとられた(外部から与えられた)範域

を自らのものへと変換・創造していくく地域〉の自己運動の論理に注目することである J [松

田 1 993 : 23J と述べてい る 。 本論で は， 直接地域住民の視点を論 じ る わ けではな いが， こ の

ような可能性が開発プログラムに認められるかについて検討していきたし山。

最後にアパデ、ュライ [2004Jが提案しているスケイプ(-scape) と い う 概念に も言及 してお

きた L、。ここで彼は，現代社会を特徴づけるグローパル化をし、かに理解するのか，その枠組み

は何か，という視点からスケイプという概念を提唱し，具体的に 5つのスケイフ。を紹介してい

る。それらは，エスノスケイプ[民族の地景J，メディアスケイプ[メディアの地景J，テクノ

スケープ[技術の地景]，ファイナンススケイプ[資本の地景]，イデオスケイプ[観念の地

景]の 5つである。これらは，現代のグローパル化の過程においてあらたに生まれてきたスケ

イプ(景観)であるが，土地の連続性を前提とする地域概念のアンチ・テーゼであり，もっと

流動的な要素の結び、っきと，それによって生まれる世界を表そうとしている概念である。アパ

デュライの 5つのスケイフ。概念は，こうした土地との結び、っきから解放されているところに独

自性がある。

それでは，これらの複数の地域概念をどのように結び、つけて理解すればいいのか。それらの

関係を具体的な文脈で理解する必要がある。本研究では，とくに小規模漁業 small-sca le

fisheries に従事す る漁民た ち の 自立 と生活向上をめ ざす， 国際機関主導の開発プ ロ グ ラ ム に

おいて，国家やそれをこえた地域がし、かに位置づけられているのか，また当の漁民たちにとっ

て国家や地域がし1かなる意味をもつのかについて考えてみたい。

ここで取りあげる地域は具体的にはベンガル湾沿岸である。また開発プログラムは国連食糧
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農業機関 (Food andAgricultureOrganizationoftheUnitedNations ， 以下FAO と 略す) の ベ ン ガ

ノレ j寄 フ。 ロ グ ラ ム (Bay ofBengalProgramme ， 以下BOBP と 略す る ) であ る 。

以下ではこのプログラムの概要を紹介し， 2 つの視点か ら多数の報告書の分析を行 う 。1 つ

はそのトピックについての分析である Oもう lつは漁村の女性の地位を論じている報告書を取

りあげ，より詳細に調査方法や分析の視点について考察する。女性を対象とする報告書を選ん

だ理由は，著者自身スリランカの漁村で調査をし，女性の地位についても論文[田中 1992J

を書いているため，他地域であってもある程度客観的に評価することができると考えたからで

ある。最後に序論での問題意識に戻って， BOBP にお け る地域概念につ いて考え る O

2 TheBayofBengalProgramme(BOBP) と は ?

まず，簡単にこのプログラムが対象とする地域について概観してみたい。ベンガル湾は，

『平凡社世界百科事典』で以下のように説明されている。

北緯 10度以北のインド洋のうち，インド半島の東方に広がる海域。東限はミャンマーの

アラカン海岸からアンダマン諸島を結ぶ線で，東西幅の最大は約 1， 300 km o し たが っ て

湾とは名ばかりで，く海〉と呼ぶにふさわしい広さと深さ(水深 2 ，000 ~ 4,000m) と を有 し ，

島はない。湾奥にあたる北端はガンガー(ガンジス)川の三角州によって埋没され，さら

にその前面 170 km ま で大陸棚が横た わ る O ま た ， 半島部の海岸に も マハ ナ デ ィ ， ゴ ー

ダーパリー，クリシュナー，力一ベーリなどの三角州が並ぶ。 9 """ 10 月 の こ ろ湾上に発

生するサイクロンは西進または北西進して，半島部やガンガー ) 1 1三角州に風水害や高潮災

害をもたらす。しかし，湾上を吹きわたる南西および北東モンスーンは広大なインド亜大

陸に恵みの雨をもたらす役割を担っており，この湾がインドに与えるプラスの面は計り知

れないほど大きい。アラビア海と同じく，古くから海上交易が盛んに行われ，カルカッタ，

マドラスをはじめ現在も湾岸に多数の港が立地している。

この説明から明らかなように，ベンガル湾は国でいうと，スリランカ，インド，バングラデ

シュ，ミャンマー，タイ，マレーシアなどに固まれた海域であるOそして，この地域は，古く

は海のシルクロードと言われる海上交易の重要な航路を含んでいたし，またヒンドゥ一文化の

東進や仏教の伝播，イスラームの影響，さらに英国植民地下におけるスリランカ，マレーシア，

ビルマなどに見られるインド系プランテーション労働者の入植を考えると，これらの湾岸諸国

が密接に結び、ついていたことがわかるO漁業に関して言えば，スリランカと南インドでは筏や

地引き網を乗せる船など共通する漁具や漁船が認められる。 1980年代後半から取り締まりが
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きびしくなったが，密輸を含む両国間の移動は珍しくはなかった。

FAO は1905 年 に 国際連盟の も と に ロ ー マ に 設置 さ れ た 万国農事協会International

InstituteofAgriculture (II A) を前身 と し ， 世界の農作物や漁獲高の増化， 流通の改善， 栄

養水準や生活水準の向上を目的として 1945年 10月に発足した。そして 1 951年に本部をロー

マに移し，今日に至っている。 2002年現在 183カ国と EDが参加している。その活動には，

農業，林業，水産業などの第一次産業や栄養についての情報の提供，会議の開催，また世界各

地における開発事業の支援などがある。次章で説明する BOBPもこうした FAO主導の地域

開発事業の lつである。

BOBP は1979 年に正式に発足 し た。 準備段階と し て1974 年にThe InternationalIndian

OceanFisherySurveyandDevelopmentProgramme(IndianOceanProgramme) が発足 し ，

さらに 1977年に Proj ect fortheDevelopmentofSmall-ScaleFisheriesintheBayof

Bengal が始ま っ た。 こ れ ら の研究開発プ ロ グ ラ ム の共通認識はベ ン 力、、ル湾の海洋資源の豊か

さと沿岸小規模漁民の貧困であった。し 1かに資源を生かすか，それをどのようにして漁民の生

活向上に結び、つけるのか，ということが課題としてあげられたのである。基本的なアプローチ

は現場主義で，触媒 catalyticと臨床 consultativeをキーワードとしている O

本部は南インド，タミルナードゥ州の州都であるチェンナイ(マドラス)にあり，小規模漁

業の生産向上と漁師の生活改善を目的とする O対象となっているのはベンガル湾を主たる生活

資源として生活している 500万人の漁民である。各地域で，漁業省や当事者を取り込むかたち

での調査とワークショップ，出版を重ねている O

BOBP は ， FAO の主導の も と ベ ン 力、、 ル湾に面 し た国家， す な わ ち イ ン ド (西ベ ン ガル， オ

リッサ，アーンドラ・プラーデシュ，タミルナードゥ，ケーララの 5川，ただし，連邦直轄地のポンディ

シエリーとアンダマン・ニコパル諸島を除く)，スリランカ，バングラデシュ，マレーシア，タイ，

インドネシアの 6カ国にモルディヴが加わった 7カ国の行政機関が推進する広域開発プログラ

ムである(図1)。その対象となる人々は，ベンガル湾に面した海域で漁業を営む小規模生産

漁民であり，文化人類学の研究対象にほぼ対応する。それゆえ， BOBP に は， 一方に き わ め

て一般的な，生産，流通技術の改良，医療や衛生面の向上という目的とそれを可能にする普遍

的な科学技術への信頼があり，他方で漁業活動に影響を与える，個別の，さまざまな文化的価

値への配慮が認められると考えられる Oこの 2つが具体的にどう結び、ついているのかもまた

BOBP の活動を考え る上で重要であ る 。

発足後の歴史は第 l期から第 3期までの 3つに分けられている。第 1期の支援国はスウェー

デンで 1986年まで続いた。 1987年から始まる第 2期には，デンマークが加わり 1994年まで

続く。 1 995年から 2000年まで続く第 3期は，スウェーデンにかわり日本が支援国となる。

FAO 主導の プ ロ グ ラ ム は2000 年で終わ る が， そ の後 は ， BOBP 参加国 自身が開発プ ロ グ
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図 l ベ ン ガル湾
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ラムを引き続き推進することになった。この新しい機構を BOBP-IGOという。 IGOは政府間

組織 Inter-GovernmentalOrganization を表す。 ただ し ， イ ン ド ， バ ン グ ラ デ シ ュ ， ス リ ラ

ンカ，モルディヴの 4カ国のみが，あたらしい機構に参加した 3)。参加国の数だけから見ると，

実質規模は縮小し東南アジア側をまったくカバーしていないことになる Oなお，これらの

国々が基本事項に合意したのは 2003年春だったため，第 3期の終了から 2003年までの 2年間

は，実質 BOBPの活動が続いていた。

さて，第 l期は技術改良や流通に関するインフラの整備が中心的な事業であった。特徴的な

活動として女性の積極的な参加を推進し，教育の向上や小規模な金融活動を導入しようとした。

またエビや海草の養殖を推進した。

第 2期は漁村に焦点を当て，生活向上をめざした。ラジオ放送や市場の整備を計っている。

第 3期は資源管理を主要なテーマとする。他に，安全や捕獲後の処理が重要なテーマである。

BOBP の活動で注目 に値す る の は， 膨大な出版物であ る o 2000 年末現在で， 報告集226 冊，

ガイド・マニュアルが 24冊，主題別書誌 6冊，季刊の Bay ofBengalNews が 84 冊， リ ー フ

レソトが 9冊，それ以外の出版物(ポスターやカレンダーなどを含む) 26 ， さ ら に ビデオ の作成

なども行ーっている。
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3 報告書の ト ピ ッ ク 分析

さて，つぎに，啓蒙的な出版物やカレンダーなどを除外し ， WorkingRゆer やReport と し

て出版された調査報告やワークショップについての出版物 198冊を分類したい(表 1 )。そし

て，そこから BOBPの活動のあり方に迫りた L 、。

表 1 BOBP 出版物一覧 ( 1)

番号 l タ イ ト ル (一部簡略) テ ー マ l 地域

REP4 IRoleofWomeninSmall-ScaleFisheriesoftheBayofBenga l. 女性 |全域

IR ゆort oftheWorkshoponSocialFeasibilityinSmall-ScaleFisheriesI~ -L A _,z:z.;x:1REP5 I~ep~;: ~ ~!u.[~e WOrRsnopon;:'OClall'easlOZlztyzn ;:,mau-;:,caw l'lsnenesI社会 ・ 経済|全域
IDevelopment. I'~.L>， "~-'"'I

ReportoftheWorkshoponExtensionServiceRequirementsinSm αll-Scale IREP6 11~~ :， ~~ _~~. ~~ IdH5 J'J'UI1V0nUjJun" ~.Jv/，;t:::- H0 ltVH >Jf;;:a UL-t.A::ｷ.1¥.t:-ljUldf::, ff Lt:- f H 0 HI- 0 If fA..lt ", ,,, IJlA..t， t- t::- 1教育

Fisheries.
l 丹e-Feasibili か Study ofaFloatingFishReceivingandDistributionUnitforiREP8 IL;",:""',H U . . . . y ,.H " "' y VJ'"L.V"'''HOL ..0,.H"""W.,.o"'H'"LJ. .o.,.U....VHvH"JV, I市場

IDublα

REP9 IR ゆort oftheTrainingCourseforFishMarketi ・ng PersonnelofTamilNadu , I市場

REP山 l) 1 ~ゆ例 ザ Consul刷on onStockAssessment 舟r Small-ScaleFisheriesinI 資源
ItheBayofBengal.

REPlO(2)I~ ゆ例 ザ Consul刷on onStockAssessment 舟r Small-ScaleFisheri 目 的 |資源
theBayofB研修al ，

REP12 I I!. ゆ例 ザ the Trail 叫Course 舟r FishMα rkeれ昭 Perso附l ofAndhraI市場
Pradesh.

REP15 I I! ゆ例 of 伽 C附ul刷on-cum-WorkshoponDevel ゆment ofA伽ities fori 家族
IImprov e? ηent ofCoastalFishingFamilies ,

REP17 IReportofInvestig αtions to1m ρrove theKat 印刷rams ofIndiaEastCoast ， 漁船

REP18 IMotoriza的n ofCountryCraft , Bangladesh， 漁船

ICostalAqu αculture Demonstration 丹nject forShrimpandFinfishatBanIREP20 I，:::.o.~. ， n ;T""'，" ";" "'; ~" ,LJ"'HVH.o.,"'..V,. L 'VJ"'"JV, ,.n., ""y "',.'" L ".J..0,.LHLJ"'HI 養殖

IMerbok , Kedah ,Malaysia.
earningActivitiesforWomenfromFishingCommunitiesinSriIREP21 1":'~.U::~" ";;'';.， ~: ~o .H ".. v,..".oJV, "u" ,,,,, J'V", L ''''''HOvV""H'''''''''''.o."..n , I女性

Lαnk仏 E. Drewes.

REP23 I~U??!"!~ηReport ofBOBPFishingTri αls αnd D倒的al Res ωrces StudiesI 資源
SriLanka.
Fisherwomen'sActivitiesin BanRl αdesh. A ParticiραωηApproach toIREP24 ILT>' .o ，..~ ，. ,,:,v " . . " : . vT>"~~':~.，:~~. _."LJ"'''O·",,,,,,.oH. ""1"""".y u,<V'Y nyy'vu,u , 'VI 女性

Develo ρment. P.Natpracha.

REP25 I~ 的mpts ω Stimu似te Develo ρment ActivitiesinFishingCommunitiesofl そ の他 I I (T )
Adirampa 的nam

REP2 幻7 〆A仰Gω ti昭 F刀'is幼he酢T仰1
TamilNadu , India.E.Drewes

REP28|smdl-MGA仰cul仰 Dev的，pment ProjectinSouthThai 凶 : Resul 判養殖

αnd Impα ct. E.Drew θs.

REP29 日開rds SharedLearn 咋:AnA 仰roach to 仰がormal AdultEducationforI 教育
MarineFisherfolkofTamilNαdu

REP30 I~um"!αη Rφort of Fishing Tri 山 間th La 培e-Mesh Driftnets inI綱

Bangladesh
IIn-serviceTraining 日。'gr αmme forMarineFisheriesExtensiona.工 (icers ofl cjy， ~REP31 l~t___.~~'Vt~_~ ..1 ~ ~ U. ";f，TH~_.~...~~5'Ud ft，ff f， t:' JVI .1V1UfldLt/ L-L0ft"f;;IL-t:-0 .LJ.Jvf,t:- l",:) (, V ft, \J J J H ., t/ 1 0 VjI教育11 (0 )

IOrissa.Indi α. U.Tietze 1"-""
REP32 IBankCreditforArtisanalMαrine Fishe げolk inOrissa, India. ιTietze 貸 し付け 1 1 (0)

INonformalPrim αry EducationforChildrenofMarineFishel プolk inOrissa.I* J， ~REP33α'1 教育 I I( O )
IIndia. U.Tietze.N.Ray. 1"-""
IThe Coastal SetBagnet Fishe ηof Bangladesh-Fishi ηg Trials αndl 伺REP34 I~"" vvu,.o.u," ~:-" ~ LJ :-,,;' '' '' . ~ .v'."'y VJ LJ u,,,,,"u,,",,,,v ,, ~ .v,,,,.,, ~，.u， .v u,,,u,I~
IInvestigations.S.E.Akerm αn. I"""

REP35 IBrackishwaterShrim ρCulture DemonstrationinBanglades 九 M. Karim 養殖
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タイトル(一部簡略)テーマ|地域!出版年

Gr，αcilariα 丹oduction αηd UtilizationintheBayofBengalRegion. 資源 I T 11990

Eゆlora toη Fishi昭 舟r LargePelagicSpecies in 伽Ma/di 附R. C. I 捕獲技術IMAL 11990
Anderson ,A.Wαheed ，

Explora ωηFishi 昭for La 伊Pelagic Sρ ecies inSriLanka. R.Maldeniya , I捕獲技術 I S I1991
S.L.Sura ωeera ，

In 的duc れ:on ofN，ωSmall Fishi 昭Craft inKerala , India. 0.Gulbrandsen ，l 漁船 I I (K ) 11992
凡1. R.Anderson. I".,-

ReportoftheSeminarontheMudCrabCultureαnd Trade. 養殖 IMA 11992

November1991.Ed.C.L.Angell. (Madras , 1992.) 養殖 I I 11992

FeedsforArtisanal Shrim ρCulture in Indi αTheir Devel ゆment andl 教育 I s 11992
Evalu αμ~o n. ].F.Woodetal. I'''', I.
ARadの 丹η'grammeforFisherfolkinSriLank α ， R.N.Roy(Madras , 1992.)I 漁船II 11993

Develゅt昭 αnd Inヶoduαng α 島町hlandiηg CraftontheEastCoα st ofl 貸 し付け I s 11992
India. 医 L. C.Pietersz.
AShriLa 伽Credit Projectto仇vide Banki 昭Services toF仰がolk. C. I 資源Is I1993
Fer 冗ando ， D.Attanayake. 1~，~' 1-
AStudy0開η Dωol伊》μhi問n Cωαt化ch加θs i仇η Sh行 Lα仰ηた初α. P. Dα町yαraαt的ne， L.Jose ゆρ丸 !除漁船 I I町N 11993

Intro ηd伽uc仰tれμi仰O

D品ev叩ω附el的JωOゆρm仰ent 0ザIf C伽α仰no附θ白s i的n S劫h行 Lμαn枕た侃仏 G Rαj叫 O Gωuωlb伽mη帥d出S捌G仰η 貸 し付け l IN 11993

SmallOffshoreFishingBo αts inShriLank 仏 G. Pajo ι |漁船 I s 11993

FisheriesExtens ωn intheMaldives.A.M.H.Heelas. 教育 IMAL 11994

Sm αll-scale OysterCultureont，加West Coast ザPeninsular Mal αysia. D. I 養殖IMA 11993
Nair ,R.Hall , C.L.Angell. I~-~ ¥mu
ChandiBo αt Motorization 円η，jec ぉ αnd Their1m ραcts. R.Hall ,A.Kashem I漁船IB 11994

Learni 昭 付Doing inBang 似d飢Extension 命的ms Develo 仰wnt fori 教育 I B 11994
Coastal αnd EstuarineFisherfolkCommunities.
P何仰れ~on ofSmall-sc αle Shrim ρ αnd PrawnHatcheriesinIndiaandI 養殖IVB I1994
Bangladesh.C.L.Angell. I~-~ 1-'-
TheImpactoftheEnvironmentontheFisheriesoftheBayofBenga l. 資源 ! 全域 1 1 994

Fisheries E凸印xμt附G仰仰ns問sio ηSer η附1

Th α1μJαnd. R. λN. Roy.

To ωrds Sustai r:.abili~y:. Ne~d~ andConcernsofAquaticResourcesandI 資源 |全域 I 1996
FisheriesintheBayofBengalRegion I~"~'

SriLan たα:/FAO NationalWo 地sh ゆon Devel ゆment ofCom? 仰7ity-Based I資源管理 |全域 I 1998
Fishe ηMan αgement IN~ -~ I
National Worksho ρon Fi 伽ies ResourcesDeve ゆment andMa 叫eme 川資源 !全域 I 1997
inBangladesh. I~.~
Wo地shoρon IntegratedReefResourcesM伽伽αω仰n叫1
λfα le， l凡\.1α ldives I~'~ I~ -.
Cωomη仰711 仰ni的t砂y一B晶αsedFisheriesManagementinPha 昭-Nga Bay 資源管理 I T 11998

ωrr)叫 Cαρα仰 Assessment of 削αuP，αyar Ma仰 向rk， Malaysia. LiI 資源IMA 11998
ChingLim 目 |

Rゆort oftheWorksh ゅon 印刷 Partnershかs inFisheriesMαnagement ， I資源管理 |全域I 1999
Penang, Malays低
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表 1 BOBP 出版物一覧(3 )

タイトル(一部簡略) I テ ー マ [ 地域l出版年

InboardMotorizationofSmα II G.R.PBoatsinSriLan 初 |漁船 I S I1980

1m ρrov e? ηent of Lα昭e-Mesh Driftnetsfor Small-Sc αle Fisheries inI"." In
|網 I B I1980

Bangladesh. G.P，α:jot. I""' I~

FishingTri αls withBottom-SetLonglinesinSriLαnk 仏 G. Pajot, K.T.I
|網 I S I1980

Weerasooriy α |

TechnicalTrialsofBeachcraftProto ゆ目 的India. 0.Gulbran 出en ， G.P. I網II I1980
Gowing,R.Ravikumar.
CurrentKnowledgeofFisheriesResourcesintheShelfAre αof theBayofl ,,,,,.:fi5 1L>.+x

|資源|全域 I 1980Bengal.B.T.A.Raja. 1""'-W" I-L-"'"
BoatbuildingMateri αls forSmall-ScaleFisheriesinIndia. 漁船 I I I1980

FishingTri αIs withHigh0ρ eningBottomTrawlsinPalkBay, TamilNadu ，l td': x1j; +-HJ'~ IT('T'¥
u'l捕獲技術 I I (T) 11980India.G.Pajot,JCrocketι I J m )~ J...J'，. I" ·J I..L , ..L /

ThePossibilitiesforTechnic αl CooperationbetweenDevelo ρing CountriesI/_""hI.
|その他 l全域 I 1981(TCDC)inFisheriesE.H.Nicholas. I'-V~ '''''

TrialsinBanglad ωh ofLa 培e-Mesh Dr:ftn ωs ofLightConstruction. G.I!'J･'I In
|網目 I 1981Pajot, T.K.D，αs. I''"'"' I~

TrialsofTwo-BoatBottomTrawlinginBangladesh. G.P，α:jot ， ].Crockett. 漁船 団 I 1982

ThreeFishing Via αges inTamilNadu:A Socio-EconomicStudywithI-HL>._';><:.:"l'CIT('T'¥
|社会・経済 I I (T) I1982

sρ ecia l ReferencetotheRoleαnd StatusofWomen.E.Drewes. I'~'<->' "~'-"I"'/

日lot Su 仰のof DriftnetFisheriesinBangladesh.M Bergstrom. 網 I B I1982
FurtherFishingTrials ωth BottomLonglin 目 的Sri Lan 初 網 I S I1982

Ex ρloration ofthePossibilitiesofCoastalAqu αculture DevelopmentinI~ ，; ;;!; ITfA¥nl養殖 I I (A) 11982
Andhr ，α Fケαdesh. I"''''"'' 1""/

ReviewofBrackishwaterAqu αculture DevelopmentinT，αmil Nadu. K.I~ ，; ;;!;
|養殖 I I (T) I1982

Chal のondej ，α，A. Sα ra y仏 1 = ' ""

Coastal Village Development in Four Fishing Communities ofl-HL>._.;><.:,:.-1
|社会・経済 I I (T) I1982

Adiram ραttinam ， TamilNadu , India ,FWBlase. I'~ .A '1='-"I
Further Tri αls ofMechanizedTrawlingforFoodFishinTamilNadu , I.;ffi r.u\

'I漁船II(T) I1982
Indi α. G.Pajotetal., I,."',"u
ImprovedDeckMachineryandLayoutforSmα II CoastalTra ωlers. G.PajotI.;ffi1M

|漁船|全域 I 1983etal. I""''"U

TheImp αct ザ Mα叫em 叩t Traini 昭on thePerforman α ザMa 仰向|教育 I I (T/A) 11983
OfficersinStateFisheriesCo ゆora tions. 1 ", /0 H

Re伽el仰yぱt

De仰vi尉i化ce凶s. M.Bel昭宮S訂t仰m. 1""cJ 1=-"'"
TraditionalMαrine Fishi ηg CraftandGearof α7ssa. P.Moh αρ'atra. 漁船 1 1 (0 ) 11986

FishingCraftDevelo ρment inKeral α : EvaluationRe ρort. 0 , Gulbrandsen. 漁船 I I (K) I1984

Commercial EvaluationofIND-13Beachcraftat Upp αぬIndia. R.I.;ffir.u¥ IT(A¥
|漁船 I I (A ) I1984

Rα 似たumar. ) I'ｷ""UD 1<¥-''/

ReducingtheFuelCostsofSmα II FishingBoats. 0.Gulbrandsen. (Ma 批 I .;ffi r.u \
s'l 漁船 |全域 I 19861986.) I'ｷ""'JU

Fぬhing Tri αIs withSmα ll -Mesh D
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表 1 BOBP 出版物一覧(4)

タイトル(一部簡略)テーマ|地域|出版年

P何motion ofBottomSetLonglininginSriLank 仏 K. T.Weerasooriy 仏 S. S. 1~ 1'7-1 I"
|網 I s I1985

仁丹討な M. Fonse 初 I '"'' I~

TheDemersalFisheriesofSriLank 仏 瓦Sivasubramaniam ， R.Maldeniya. 資源 I s I1985

FishTr ，ゅTrials inSriLanka.(Basedonthere ρort ofT.H，αmmerman). 網 I s I1986

Demonstr ，αtion ofSimpleHatche ηTechnology forFケαwns inSriLank α 養殖 I s 1198δ

Pivoting Engine Install αtion of Be αchlanding Boats. A.Overa, R. I.;#, IM 1.6.+ｱ
|漁船|全域 I 1986

Ravikumar. I'''''''''' I-L.-"""
FurtherDevelopmentofBeachlandingCraftinIndiaandSriLan たa. A.I.;#，~/\

|漁船 I ll S I1986Overa,R.Ravikumar , 0Gulbrandsen , G.Gowing. I"''''''w
Ex ρerim 印刷Shrim ρFarming in 凸n出in Pole 初rru ， AndhraPradesh, I養殖Il(A) 11986
India.].A.].Jansseneta!. 1-""-'=
Gro ωth αηd Mortali か ザ 伽Malaysian Cockle(An 仰ra gr ，仰sa L.)underI 養殖IMA I1986
ialCulture

FishingTrialswithHighOpeningBottomTrawlsfromChandipurOrissa,br.v¥a, I 漁船IICO) I1986India , G.P，α:jot ， B.B.Mohapat r.α I " ~" ' W

Pen Cui 仰re ofShrimpbyFisherfolk:TheBOBPExperienceinKillai , I.~h:;!;
t'l養殖 I l (T) 11987

TamilNadu ,India.E.Drewes, G.Rαiappan. 1-""-'=
Ex ρerienc 回with Manually0ρ era ted Net-BraidingMachineinBanglad 汲s九 1 ~1'7-1 In

|網 I B I1986
B.C.GillgrenAKashem. I'''''' I~

HaulingDωices forBeachlandingCraft.A.Overa, P.A.Hemmingyth. 網 |全域 1 1 986

Eゅerimental CultureofSeaweeds(Gracilari αSp.) inPenang, Malaysω 養殖 IMA 11987

Atl αs ofDeepWaterDemersalFishe ηResources 間the Bay ザBe 叩1. 1 資源 |全域 1 1 986
Nishid α， K.Sivasubramaniam. I~w" I~-"""

Ex ρeriences withFishAggreg ，αting DevicesinSriLank α. κ T. Weerasooriya.I網Is 11987

StudyofIncome, Indebtednessαnd SavingsamongFishe 似た ザOrissa ， 1社会 ・ 経済 I IC o) 11987
India.T.Mα o. II~-'-' 'I~U'" I"~/

Fishing Trials ωth & BeachlandingCraftat U，ρμda， Andhra丹adesh， I .;#' M
!漁船 I l (A) I1987India.L.Nyberg. I"~'''w

Ident i.かing Extension ActivitiesforFisherwomen in VishakhapatnamI+"'~ I+- IT('¥
|女性 I l (A ) I1987District ,AndhraPradesh ,India.D.Tem ρelman 1/'.1--'- I"H/

ShrimpFisheriesintheBayofBengal.M.Vanderkn ωρ 資源 |全域 1 1 989

FisheryStatisticsintheBayofBengal. T.Nishida そ の他 |全域 1 1 988

PenCultureofShrim ρin Chilaw, SriLan 的• D.Reyntjens. 養殖 I s I1989

D四eloρmentofOutriggerCanoes, SriLank 仏 O. Gulbrandsen. 漁船 I s I1990

Silvi-PiscicultureProjectinSunderbans , WestBenga l. 養殖 I IC B) I1990

ShrimpSeedCollectorsofBangladesh. (Based 仰 αstudy byUBINIG.) 養殖 IB I1990

ReefFishResourcesSu 仰のin theMaldives.M.VanDerKna ゅet αI. ， 資源 IMAL 11991

Seaweed(GracilariaEdul ぉ) F，αrming inVed αlai andChinnap αlam ， India. 養殖 l IC T) 11991

Improving
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タイトル(一部簡略)テーマ|地域|出版年

Revi ωof theBecheDeMer(SeaCucumber)FisheryintheMaldives. L.1'0: ,;!i5 IHAT
|資源

Jose，ρh.

ReefFishResourcesSurveyintheMaldives-PhaseTω0・R. 仁Anderson ， I資源

Z. Wαheed， λ1. Rasheed , A.Arif

Ex ρlorato ηFishing forLα伊Pel αgic SpeciesinSouthIndianWaters. よ |資源

Gallene, R.Hall.
CleanerFisheryHarboursintheBαy ofBengal. CompliedbyR.Ravikumar. I港湾

知的 of 刀sh Co 伽ゆtion inM，αdras. MARG(Marketi 昭and Rese附刊再費

Group), Madras , Indiα

FlyingflshFishingontheCoromandelCoast.G.Pajot, C.R.Prabhakarad 仏 |綱

初cessing αnd Marketing ザ A町ho りin theKanniy αたumari Dis 附t ザ出場

SouthIndia
Nurse ηRe αring ザTiger ShrimpPost~Larvae inWestBengal, India. H. I養殖 I IC B)
Nielsen ,R.Hall. l~v~

MarketStudyofTigerShrimpFηin WestBengal,India.M.M.Raj ,R.Hall.I市場IICB)

TheShrimpFryBy-CatchinWestBengal,India. B. κ Baneη・ee， H.Sing 九 |資源 I I (B)

Stud 的of InteractiveMarineFisheriesofBangladesh.M.S.Islametal. 捕獲技術 I I (B)

SocioeconomicConditionsofEstuarineSetBagnetFisl 附olk inBαngl ，αdes h. 1社会 ・ 経済 IB
K.T.Thomson , S.M.D.Jahan , M.S.Hussian. I，~~，~，~I
FurtherEゆlorato η 日'shing 舟r LargePelagic 旬仰s inSouthIndianI 資源

Waters.G.P，αjot.

Cα geNurseryRearingofShrimpand} 切ωnF ηin Bαnglades h. C.Angell. I養殖

Deali 昭 ωith Fishe ηHarbour Poll 伽n-The Phuket Exp 仰仰R·t 港湾

Rα vikumar.

BiosocioeconomicAssessmentoftheEffectoftheEstu αrine SetBagnetonI畑

theMarineFisheriesofBαngl αdesh. 1"-'
Biosocioe ωnomic AssessmentoftheE.工feet ofFishAggregatingDevic ωin I掴

theTunaFisheryintheMaldives. 巾

Biosocioeconomics ザ 日s同声r SmallPelagicsalongtheSou 伽ω cωt I資源

ofSriLαηhα
TheEffectofArtificialReeflns ωllation oftheBiosocioeconomicsofSm αll-I 掴

ScaleFisheriesinRanong 日ηvin α 〓r巾
功

B民tωios閃S蹴O町<ciめ仰OωecωO仰仰n仰1

A.N \Vun 問lddi 仇n ， Lμi仇im作mη7 Cαh加1ωαωi Fo仰ng.

Biosocio ω仰nics ofFishi 昭for Shrim ρin 伽Langkat District , on 判社会 ・ 経済 l IN
EastCoastofNorthSumatera ,Indonesia.
l伽ine S仰ll -Scale Fisheries ザIndi αA GeneralDescrip 伽Marine I社会 ・ 経済 I I
Small-ScaleFisheriesofAndhraPradesh. I，~~ ，~，~I

MarineSmall~Sc αIe FisheriesofTamilNadu:AGeneralD旬sen ρtion 社会 ・ 経済 I I (T)

MarineSmall-Sc 仰Fisheries ofSriLan 胞A GeneralDescri ρ伽 !社会 ・ 経済 I S

MarineSmall-ScaleFisheriesofOrissa:AGeneralDescription 社会 ・ 経済I IC O)

Mα rine Sm αll-Scale FisheriesofBangladesh:AGeneralDescri ρtion 社会 ・ 経済 I B

FoodandNutritionSω us ザ Small -Scale Fis 加rfolk inIndia'sEastCoastI社会 ・ 経済II

States:ADeskReview αn
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表 1 BOBP 出版物一覧(6 )

番号 タイトル(一部簡略) アーマ 地域 出版年

PHF7
AStudyofMarketingPractices αnd ChannelsforTraditionallyProcessed

市場 I(A/O) 1982FishinAndhraPrj αdesh andOriss α.

PHF8
SubstainableIncomeEnhancementProgrammeforSmall-ScaleFishing

社会・経済 B 1982Communities-Bangladesh.

PHFI0
Socia-EconomicMethodologiesforCoastalFishingCommunities:The

社会・経済 B 1982ExampleofSetBagnetCommunitiesinBangladesh.

PHFl1
Rur ，αl CreditAnAssessmentofSourcesandTyρes Avail αble inBangladesh

貸し付け B 1982byM.Hannan.

PHF12
Caughtin TheirOwnNets:A SocialStudyofSetBagnetFishing

社会・経済 B 1982CommunitiesinBangl αdesh (inBeng，αli)

PHF13
Sm αll-Scale FishMarketinginT，αmil Nαdu-an A!ternαte FishContainer

市場 I(T) 1982forWomenPettyFishTraders.
PHF14 Introductionof αnIm ρroved FishSmokingMethodinAndhraPradesh, Indiα. その他 I(A) 1982
PHF15 ProblemsandPros ρects ofSmall-Sc αle CycleFishTradersinSriLanka. 市場 S 1982
PHF16 Post-HarvestFisheriesOverview,Bangladesh 社会・経済 B 1982
PHF17 Post-HarvestFisheriesOverview,SriLank α. 社会・経済 S 1982

MMl
Basicneedsof39CoastalFishingCommunitiesinKanniyakumariDistrict,

社会・経済 I(T) 1982TamilNadu ,India
MM2 FishingPatternsandIntensityinKanniy αたumari District,India 社会・経済 I(T) 1982

MM3
SkillGaps αnd TrainingNeedsAnalysisoftheDep αrtment ofFisheries,

社会・経済 I(T) 1982TamilNadu.

MM4
StrengtheningMonitoringαnd Evalu αtion andManagementInform αtion

社会・経済 I(T) 1982SystemsintheDe ραrtment ofFisheries.

MM5
StrengtheningMonitoringandEvaluation αnd theManagementInformation

社会・経済 S 1982System ,SriLank α

DlFDl Studyontheim ραct oftheDFIDPost-HarvestFisheriesProject. 社会・経済 全域 1982
DlFD2 Studyontheim ρact oftheDFIDPost-HarvestFisheriesProject 社会・経済 全域 1982

地域欄の略号
B ノ 〈 ン グ ラ デ、 シ ュ

I イ ン ド

I( A ) ア ー ン ド ラ ・ プ ラ デー シ ュ 川

I(B) 西ベ ン ガ、 jレ州、|

I( K ) ケ ー ラ ラ 1'1 ' 1

1( 0 ) オ リ ッ サ州

I( T ) タ ミ ル ナ ー ド ゥ 州

IN イ ン ド ネ シ ア

MA マ レ ー シ ア

MAL モ ルデ ィ ヴ

S ス リ ラ ン カ

T タ イ

198 の文献を主題で見てい く と ， 自然資源の ア セ ス メ ン 卜 や船や網につ いての技術開発な ど

に関する自然・技術系と，漁民社会の向上に関する社会科学系の 2つに大きく分かれる。もう

少し詳しく述べるなら，前者には，資源，漁船，網，港湾，養殖，捕獲技術，技術移転などが

ある Oまた，後者については漁村の社会・経済分析，資源管理に関わる社会体制，女性の労働，

教育，貸し付け戦略などが含まれる。自然・技術系の文献が 1 22冊 (6 1 ノf一セント) ，社会科学

系の文献が 76冊 (39パーセント)である(表 2，図 2 )。前者が後者のおよそ 2倍弱といえよう。

ほかの類似のプロジェクトとの比較が必要だが，社会科学系の文献がかなり多いと考えても良

いのではないだろうか。

地域別に見ると，インドについての研究が 3 割 (71冊)を占め圧倒的に多い(表 3，図 3 )。

これにバングラデシュ，スリランカ，モルディヴが続く。マレーシア，タイ，インドネシアは

10 冊に満た な し 1 。 イ ン ド だ けを見てい く と ， 71 冊の う ち ， タ ミ ルナ ー ド ゥ 州を扱 っ て い る の

が 27冊と圧倒的に多 L 、。それに続いて，オリッサ州、比インド全域 ( 5州、 I)のそれぞれ 10冊が
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表2テーマ別による分類

人文学報

アーマ 冊数

社会科学 社会・経済 37

女性 6

教育 9

家族

市場 10

貸し付け 6

資源管理 6

消費

小計(社会) 76

自然・技術 資源 34

漁船 30

網 23

港湾 3

養殖 24

捕獲技術 4

その他 4

小計(自然、・技術) 122

総計 198

表3国別による分類

図 2 分野別分類

国 月 IJ 数

ノぐングラテ、シュ 27
マレーシア 9
モルディヴ 11
スリランカ 26
タイ 6
インドネシア 8

インド全域( 5 州) 10
アーンドラ 9
西ベンガ、ル 6

ケーララ 4

タミノレナードゥ 27

オリッサ 10
タミノレ・アーンドラ 3

アーンドラ・オリッサ 2

インド小計 71

複合

インド・ノ t、ングラ 2
インド・スリランカ

インド・タイ・インドネシア

インド・モノレディヴ・スリランカ

ベンガル湾全域 35

総計 198

タイ

3%

インドネシア
4%

マレーシア

4%

12~

複合

3%

図 3国別分布
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続く。タミルナードゥ州、|に集中している理由は，このプロジェクトの本拠がタミルナードゥ州

のチェンナイにある，ということと密接に関係しているであろう。

特定の国に関わっていない文献が 35冊ある。これらのテーマについて考えてみると，ここ

でも自然、・技術系の文献が 26冊，社会科学系の文献が 9冊(表 4 )で，全体の割合とほぼ対

応している。自然・技術系文献が特定の地域に関係しない，ということは十分に予想されるこ

とである。これにたいして，地域に特定しない社会科学系の文献とはどういうものだろうか。

l つ は， 論文集のた ぐ いで， 各論文がそれぞれ異な っ た地域につ いて論 じ て い る も のであ る 。

論文集 2冊を除く 7冊はワークショッフ。の記録を一冊にまとめたもので，その単位は国である。

9 冊の う ち社会 ・ 経済につ いての研究が4 冊で， 残 り が資源管理， 教育， 女性， 家族 と な る 。

ここではその 1つ ， RoleofWomeninSm αll-Sc αle FisheriesoftheBαy ofBeng ，αl (1980,

BOBP/REP/4)を紹介する。本書は BOBPの初期の報告書で，インド，ノ〈ングラデシュ，マ

レーシア，タイ，スリランカの 5ヶ国が対象となっている。本書の基本的な問題意識は，小規

模漁業の発展には女性の地位向上が不可欠であるにもかかわらず，彼女たちを取りまく生活環

境や労働条件についてほとんど知られていないという点にある。 5つの国で類似の調査を行い，

資料を収集している。

本書は， 1979 年に予定 さ れ た会合の た め に ， 各国の担当者が収集 し た類似の資料が基に

なっている。まずこれが，国別(ただしインドは，西ベンガル，オリッサ，アーンドラ・プラーデ

シムタミルナードゥ，ケーララの州、'~Ij)に紹介されている。そこでは，女性の労働の種類と行政

との関係が呈示され，つぎにベン力。ル湾地域の漁民女性たちの状況と生活向上の可能性につい

て論じているO本書は，総論と各論とがうまく釣り合っている報告書の典型であるOただ，欲

を言えば，国あるいは州日'Jの各論と総論との聞に，トランスナショナルな動きや活動を示す資

料が挿入されているならより動態的な分析ができたであろう。

表 4 ベ ン ガル湾地域全体に関わ る社会科学系の報告書

番号 冊子タイトル ァーマ 形式

DIFD1 Studyontheim ραct oftheDFIDPost-HarvestFisheriesProject 社会・経済 全域

DIFD2 Studyontheim ραct oftheDFIDPost-HarvestFisheriesProject 社会・経済 全域

MIS6 HelpingFisherfolk ωHel ρThemselves: AStudyinPeo ρle 冶Particip αtion. 社会・経済 全域

REP15 ReportoftheConsultation-cum-Worksho ρon Develo ρment ofActivitiesfor1m ρrovement
家族 全域

ofCoastalFishingFamilies.
REP4 RoleofWomeninSmall-ScaleFisheriesoftheBayofBeng αl. 女性 全域

REP5 Reρort oftheWorksho ρon SocialFeasibilityinSmall-ScaleFisheriesDevelo ρment. 社会・経済 全域

REP6 ReportoftheWorksho ρon ExtensionServiceRequirementsinSm αll-Scale Fisheries 教育 全域

REP86 ReportoftheRegionalSym ρosium onMarineProtectedAreasandtheirManagement 資源管理 論集

REP90 ReportoftheNationalWorksho ρon theCodeofConductforResponsibleFisheries. 資源管理 論集

13-



人文学報

4 漁民女性の地位をめ ぐ っ て

BOBP は発足当初か ら女性の地位や活動に注目 し て き た。 こ こ で は そ れにつ いての レ ポ ー

トのうち代表的なものを取りあげて考察したい。それらはまず， 1982 年に公刊 さ れた Three

FishingVillagesinT，αmil Nadu:ASocio-EconomicStudywithSpecialReferencetothe

RoleandSt ，αtus ofWomen(E.Drewes ,no.14) ， つ ぎに 1 985 年出版の Factors thatInfluence

theRoleαnd St αtus ofFisher ωomen (KarunaAnbarasan , no.33) ， や は り 1 985 年の The

Orglαnizαtion ofFishMarketinginMadrasFishingRαゆour (M.H.Kalavathy ,no.39) ， 最後

に 199 1 年の 1mρro ving MarketingConditionsforWomenFishVendorsinBes αnt Mαgακ

Mα dra s (KesangMenezes ,no.66) であ る 。 Three FishingVillages か ら1m ρroving Marketing

Conditions ま でおよ そ 10 年が経過 してい る が， そ の聞に BOBP の視点は変わ っ たのだろ う か，

それとも変わらなかったのだろうか。具体的に言うと，これら 4書はすべて，漁業に関わる女

性の労働のうちでもっとも一般的な魚の販売をテーマにしている Oこれらがどういう視点から

論じられているのか，そして，どのような方法で資料を収集しているのかを見ていきた ~ \ o

4.1. ThreeFishingVillages.

ThreeFishingVillages は ， いわ ゆ る 「開発 と女性J (WomeninDevelopment , WID) の視点

から，女性の役割を強調し，そのための前提となる実証的な資料の収集をめざすというもので

ある。たしかに， 1982 年当時漁村の女性に焦点を絞 っ た研究は皆無であ っ た。 本調査は， こ

のような問題意識のもとで，チェンナイ周辺(南に 10キロから 50キロの間)に位置するが，都

市化の影響をほとんど受けておらず，どちらかというと孤立している 3つの漁村の女J性につい

て調査しているOこれらの漁村の人口はそれぞれおよそ人口 400名で， 14 歳以上の女性300

人にインタビューをしている。

本書は，短いながら，包括的な視点から貧しい専業漁業の村落を描いているO女性たちは，

魚を外部に運んで売るという役割を担っているため，家庭内でも相対的におおくの力を有する。

彼女たちがいないと魚を販売できないからだ。しかし，公共の場では，女性はそこから排除さ

れている。すなわち，村会や，政治的な活動に表立って参加することは禁じられているのであ

る。

漁法は地引き網と刺し網で，後者は筏(カットゥマラム)漁で使われる。筏は個人所有で， 3

つの村のなかで， A村はほぼ全世帯，他の B村と C村ではほぼ半数が所有する。ところが網

を所有するのはきわめて少数である。

本書は，女性たちのインタビューを通じて，家族構成や女性の婚姻年齢などを紹介している。

9 害Ij は一組の夫婦と そ の子供た ちか ら な る核家族で， 未婚の女性は親と 同居 し ， 魚、を売 り に 出
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ることもな~'I。核家族が増えたのは最近の現象だという。このため，若い妻は義母の監督から

自由であるが，同時に，小さい子供がいると魚を売りに外に出ることもできな~'Io著者は未婚

の女性たちが潜在的な力を有すると考えている。

結婚し子育ても一段落した女性は，夫が獲った魚、を売りに出る。買いたたかれるのがおち

だから，競りに出すことはない。女性が魚を売りに出ないのは，家族の他のメンバーがやって

いたり，自転車で魚を売る外からの行商人にときに売ったりする場合である。行商人からは，

多くの漁民が借金をしている。夫がたくさん魚を獲った場合，一人では売れ切れな~ 'Iからほか

の女性たちに売る。また寡婦など，家族から魚、を手に入れることのできない女性たちは，恒常

的に他の女性から仕入れている。魚は頭に乗せて運ぶから，一人が売る数量は限られている。

氷は，村で入手できないので，チェンナイで売る場合をのぞいて使われない。氷がないため，

長い間鮮魚を置いておくわけにはし、かな~'Ioしかし，家事などで市場に行くのが遅れることも

あるし，強い日差しを避けて，夕刻まで村にとどまる場合もある。市場だけでなく，近隣の農

村にも魚を売りに行くが，雨だと道が冠水し，魚を運ぶことができな~'Ioその際は，パスやロ

リーが使われることもある。

女性は，市場で魚、を売って，食材など必要なものを買って帰る。夫は，たばこ，酒，コー

ヒーなどの小遣い銭を毎日もらう。さらに，魚の販売に関わっている女性に顕著なことだが，

網やその他の漁業道具を購入する際，強い決定権を持つO

漁民たちは，外部から来る商人からまとまった額のお金を借り，その代わり魚を供給する。

かれらが依拠するのは銀行などではなく，商人，とくにエビの買い付けに来るエビ商人である。

かれらにエビを売り，売値の半分が負債の支払いにあてられるOエビの値段は固定されていて，

安価だ。しかし，漁民たちは，お金を借りやすいこともあって，自分たちでエどを小売りにし

ないで，商人に売る。

さらに，女I~!±や村長へのインタビューを通じて，教育(出席半)，文盲率，栄養などの実用的

データが集められている。

本書の著者は，漁民たちが生活向上のためになにが必要なのか，と問し1かけている。多くは，

もっと多くの網だ，と即物的に答えている。また一部に販売の運搬手段の改良などが指摘され

ている。単純に考えれば，多く魚、を取り，それを一手に販売できれば、現金収入が増える。だが

資源は十分なのか，と自問する。また価格は量によって決まるから大漁の際はそれにあった戦

略が必要であろうと指摘する O

本書は，漁村の一般的な概要，女性の労働活動や労働条件，彼女たちはなにが生活向上に必

要なのか，それは客観的に見て正しい認識なのか，を論じている。方法は，質問表に基づくイ

ンタビューであり，ときにグループ討論の手法も取り入れられている。調査者による観察に基

づく記述はここには現れていないが，金貸しを兼ねるエビ商人との関係についての記述は民族
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誌的にも興味深し、。これに数名の女性たちの事例分析が追加すれば，より包括的かっ個別的な

資料の呈示と分析が司能であったろう。また，女性の地位が男性との関係に大きく影響される

ことを考慮すると，夫からのインタビューも必要であったと思われる O

4.2. FactorsthatInfluence.

ThreeFishingVillagesは，チェンナイからそれほど遠くない村の調査であった。 2つ日の

書物 ， Factors that Influence も調査地は類似 してい る O お よ そ l 年かけた調査に基づき ，

チェンナイから遠くない 3つの村を対象にしている O動力船がなく，ほとんどが筏だという状

況も似ているヘ

これらの村では魚は競りにかけられる。その一部は村の利益となる。漁業に関係する仕事の

うち，女性たちは販売， (エビの皮むきを含む)加工，網の修理に関わる。すくないが野菜を売

る女性もいる O

本書の特徴は，女性の一生を結婚から丁寧に追うことで，女性の劣位がし、かに強化されてい

くのかを辿っていることである。また選挙の際に投票する候補者を強制するなど，女性に自由

な選択がないことを明らかにしている。そして，たんに仕事をもっていて，家計に貢献してい

るだけでは地位の向上につながらないと指摘する Oここで念頭に置いているのは，なにを買う

のかといった購入の決定権である。それは男性に任されていることが多い。とはいえ，一定の

収入のある女性は，家計への貢献も大きく，家庭内での地位は高い。また仕事の内容にも差が

あり，直接生産に関与しない魚の販売は仕事として地位が低い。

本書では，女性の地位に影響を与える要因について， 108 名の女性に イ ン タ ビ ュ ー を し ， 大

きく 2つの要因を呈示している。 1つは集団的要因，もう 1つは個人的要因である。

集団的要因は，経済，技術，文化などである。チェンナイのような大都会に近いことで，こ

の調査地域は経済的な要因によって多大な影響を受けてきた。たとえば，競りは 10年ほど前

に 3つの村に導入されたが，その理由は主として村の歳入を高めるためであった。 3つのうち，

2 つの村では女性が競 り に関わ るが， 残 り のl つ は男性が競 り を仕切 っ てい る 。 女性が関わ る

2 つの村で、の競 り につ いて述べ る と ， 村の外か ら や っ て く る男性の商人た ちが優勢で， 女性た

ちは不利な立場に立たされる O男性たちが良い魚を独占し，女性たちはこれを手に入れること

ができなくなるのだ。そして，競りでは，男性商人から漁師は直接現金を受け取ることになる。

こうして女性たちは現金収入の道から排除されて l '\く。

都市での魚の需要が高まり，その価格は高騰しているため，都市で魚を販売する行商人の方

が買値は高い。女性はこれに手が出ないし，都市に運ぶ手段の資金もない。結局，都会では売

れない，質の落ちる魚を近隣の村で売ることになる Oそれはあまりもうけになる仕事とは言え

な l 'oこのため，販売をやめてしまう女性もいて，家庭での地位をさらに低めてしまう。また
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ナイロン・ネソトや網製造機械の普及は，伝統的な綿糸の網の作りや修理に関わっていた女性

たちの地位を低めることになった。あたらしい網によって獲れる魚は，巨大なものが多くて女

性は運ぶことができないので，対外の商人がこれを販売する。同じくエビについても専門のエ

ビ商人が外部から介入している。

さらに，貨幣経済の発達は，女性の物々交換に依存する割合を減少させている。過去には，

女性が魚を売って得てきた野菜などが重要であったが，今は貨幣さえあればどこででも，だれ

でも欲しいものが買える。

一般に，女性の労働は，直接生産と関係がないため無報酬で，社会的にも低く見られている O

代わりに，網など生産手段を所有し，実際に生産に従事する男性が重視される。生理中の女性

は，網などに触れてはいけないし，浜に出てこれから漁に出る男の前を横切ってはならない。

こうした禁忌は，生産に関わる男性とそうでない女性を過剰に対比させ，ますます女性の労働

の価値を低めることになる O

個人的要因とは，教育，年齢，仕事，結婚の有無などである。これらが集団としての女性の

地位に影響する要因と複雑に結び、ついている。

ここでは省略するが，本書は付録として三名の女性のくわしいライフ・ヒストリーを掲載し

ている。これによって，読者は一般的な記述に終わりがちな漁民たちの生活を，より具体的に

理解することが可能である。

4.3. TheOrganiz αtion ofFishMα rketing

3 つ 目 の書物， The Org ，αniz αtion ofFishMarketingは 1984年の調査に基づくもので，

チェンナイ港で活動する女性たちに焦点が当てられている。チェンナイにはおよそ 500の動力

船が水揚げしており，そのほとんどがトロール船である。ここで対象となっている女性は，競

り担当者，小売り，雑魚(干し魚)の商人などである Oその数は数百人に上る。彼女たちの 8

割は，漁船の所有者にお金を貸すことでその船で獲った魚をすべて競りにかける権利を得る。

彼女たちは競りにかかる魚の何割かを自分のものとして売ることができる。船の乗組員たちゃ

競りで魚を買う女性にもお金を貸すことがある O

最初の書物と違い，本書では個別事例を通じて論を進めている Oまず競りを行ったり，小売

りをしたりする女性，さらに，干し魚を売ったり，男性が中心の輸出部門で働いたりする女性

たちが紹介されている。ほかに卸売りも紹介されているが，ここでも男性たちに混じって数人

の女性が働いている。

本書は，最後に機械化は女性たちにも多くの労働の場を提供しているが，村で、の水揚げと異

なり，魚へのアクセスにばらつきがあり，女性たちの聞に経済的格差が認められると述べてい

る。ただし，これについての実証的な資料は呈示されていない。
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4.4. 1m ρroving MarketConditions.

4 っ 日 の書物， ImprovingMarketConditions は ， BOBP の プ ロ ジ ェ ク ト の中で も っ と も注

目されたものの 1つであり， BOBP の活動を端的に示す事例 と し て ビデオ も制作さ れた。 魚

を路上で販売する女性たちの労働条件を改良するための，女性たちだけの市場の建設という明

確な目的が設定され，またそれが 1990年に実現したことから，当初は女性と開発に関する成

功例として位置づけられていた。しかし， 10年以上経った現在，女性たちはふたたび路上で

販売をしている。本書は市場を建設するまでの経過を報告している O

1987 年5 月 か ら漁船の技術的な試験のた め に ベザ ン 卜 ・ ナ ガー ルの浜をBOBP が使用す る

ことになった。そして，同じ浜を使っている 2つの村の漁師たちとの交流を通じて村が抱えて

いる問題を議論する機会が何度か設けられた。そして，女性の魚販売の場所が問題の 1っとし

て浮上してきたのである。

女性たちは毎日朝 5時頃に起きて地引き網の水揚げがなされるところまで行き，魚、を買い，

これを路上で売る。昼頃まで魚を売って，一度家に戻り家事などを終えてから，ふたたび夕方

5 時か ら8 時ま で魚を売る 。 市場がな い と ， 一度に多 く の魚を購入す る こ と はで き な い。 ま た

場所も確定していなし 1から，場所の確保をめぐって競合関係にあった。市場は，こうした問題

を少しでも解決してくれるものとして位置づけられる O路上では，日陰もなく不衛生で，とき

には警官の嫌がらせに悩まされ，労働条件は最悪であった。不衛生のため上客は避けてしまう。

女性たちが求める市場とは，こうした問題を克服し平穏に，そして威厳をもって魚を売ること

のできる場所であった。

BOBP は， 女性の調査員を派遣 い 彼女た ち が中心に な っ て魚販売の問題に取 り 組む こ と

になった。これが 1988年 5月のことである Oそして市の担当局と相談し，市場の設置が認可

された。市場の建設は市が行い，それを経営する女性たち 44名を BOBPが訓練することに

なった。しかし，建設はなかなか進まなかった。結局，それから l年後の 1 989年 6月に建設

が始まったが，周辺住民の反対や水道施設の問題から建設はすぐに中止された。このため新た

な候補地探しが始まり，パス・ターミナルのすぐ裏手があたらしい候補地に選ばれた。これは

村から近く立地条件が適していた。そして， 7 月 か ら12 月 にか けて建設が始ま り ， 1990 年6

月に建設が終了した。女性の方も経営母体を整え， 8 月 か ら市場の経営を開始 し た。 市場開設

の式典には二人の州政府の大臣も出席した。

報告書が強調しているのは，魚、を売るという共通の労働以外にはばらばらに動いていた女性

たちが組織され，自分たちで市場を経営することができるようになったという事実である。そ

してこの変貌を可能にしたのが， 1988 年5 月 か らBOBP に よ っ て始ま っ た毎週金曜 日 の会合

であった。同時に女性たちによる頼母子講が組織され，そのお金で市に前金 4， 000ルビーを払

うことができた。また女性たちの結束も強まった。
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さらに， 1989 年1 月 か ら1990 年4 月 に か け てBOBP は11 回の1 日 間の ト レ ー ニ ン グ ・

セッションを導入した。それはリーダーシップの必要性，販売のシミュレーション，ほかの市

場の見学などからなる。このようなトレーニングを通じて，女性たちは自分たちの置かれてい

る状況を把握し，実践的な知識を獲得していった。

残念ながらこのプロジェクトは失敗に終わった。その理由については，まず市場ができた当

初からも路上での販売を続ける女性がいたこと，そして，その販売がうまくいっていたことが

あげられている。つまり，女性販売者の間で，実際には十分な結束が図られていなかったとい

うことであるOあるいは最初から，市場の建設に参加しなかった女性がいたとも考えられる O

というのも， BOBOP に よ る と ， 建設当初か ら も路上での販売が完全に な く な っ たわ けではな

かったからだ。

以上，漁村の女性，とくに魚を売る女性たちに焦点を当てた 4つの報告書 (Working Paper)

を紹介したが，ここからなにを指摘することができるだろうか。どれも A 4版で 40頁ほどの

短いものだが， 2 冊に は女性た ち のプ ロ フ ィ ー ルな どが詳述さ れていて， こ の地の女性た ち の

活動を知るうえで有用である。また， 4 冊を読む こ と でチ ェ ン ナ イ 周辺の漁村が直面 してい る

問題なども明らかとなってくる Oこれらは，アンケート調査に基づく経済的な分析に終わらず，

具体的な女性たちの顔が見えるという意味で貴重な研究となっている。また ， Improving

Market Conditions で は ， いわゆ る ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ の あ り 方がよ く わか る 。 ア ク シ ョ

ン・リサーチは， BOBP の活動を通 じ て具体化 し て き た方向だ と 理解 し た い。 Improving

Mα rket Conditions に お いて は， 役人の発言な ど も記録 し てお り ， 新鮮であ る 。

ここで問題を 2つあげておきたし ' 0 1 つ は ， 前節で も指摘 し てい る こ と だが， こ れ ら の報告

はすべて事例研究であり，チェンナイ周辺の漁村，そこで生活する女性たち，という視点を越

えることはなし」それが特殊なのか，特殊だとすればどう特殊で，その理由はなにか，など個

別事例を相対化する視点が見えてこない。これはベンガル湾全体を視野に入れたプログラムの

一環であることを考えるとあまりにも個別事例の域を出ていない報告書ということになろう 5)0

つぎに， I開発 と女性J (WomeninDevelopment , WID) につ いて批判さ れて き た こ と だが，

女性が直面している問題はわかっても，それだけでは不十分だということである。 WIDとは，

開発がかならずしも女d性の地位向上に結び、つかないという反省から， 1970 年代後半に現れて

きた考えで，萩原 [2004:246-247J に よ る と ， つ ぎの3 つ の 目的があ る 。 ま ず， 女性が開発

に果たしている役割を正しく評価する，つぎに，女性も男性と同等な立場で開発に参加する。

最後に，開発がもたらす利益を女性も公平に受け入れられるようにすることである。しかし，

WID の ア プ ロ ー チ では ， 以下の よ う な理由か ら男女聞の不平等は解決 し な い。 すなわ ち ， 雇

用機会などが増えても，女性の賃金が低く抑えられ，家事や育児が女性に任されていると，さ
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らに負担がふえ仕事がはかどらな l \oそれが，女性の能力の低さの証明となり，既存の不平等

関係を強化し，女性の地位をさらに低くするというのであるOこのため後に， I ジ ェ ン ダー と

開発J (GenderandDevelopment , GAD) があ た ら し い視点と して提案さ れ る こ と に な っ た。 そ

こでは女性ではなく，開発にあたって女性と男性(夫など)との関係こそ問われなければなら

ない，そしてその関係の改善を目的としなければならないということが主張された。萩原

[2004:25 1] に よ る と ， GAD ア プ ロ ー チ では ジ ェ ン ダー の理解促進， 周辺的立場にい る人々

(男女)のエンパワーメン卜，女性をひとくくりに見ないことなどが重要なポイントとしてあ

げられている。ここで吟味した報告書にも，理想的には女性たちが関係するさまざまな領域で

の男性との関係，また男性側の女性たちへの態度についてのデータを含めるべきであろう。

5 考 察

最後に，冒頭で掲げたいくつかの「地域」概念を吟味するかたちで， BOBP の活動につ い

てまとめておきたし」まず， BOBP が呈示す る地域 と は， 原則 と し てベ ン ガル湾に接 し て い

る地域ということになるが，モルディウ、、については 11冊の研究書があり，国別ではマレーシ

アやタイ，インドネシアより多い。インドについては西ベンガル，オリッサ，アーンドラ・プ

ラデーシュ，タミルナードゥ州の他に西側のケーララについての報告書も数は少ないが存在す

るOまた論文集においてはフィリピンなどが含まれている場合もある。その意味で BOBPの

活動は支援国だけに限らないとも言えるし，またベンガル湾地域に位置すると言えにくいもの

も対象となっている。しかし，それ自体はとくに批判すべきことがらではあるまい。

ベンガル湾全域に関わる文献もあるが，自然、・技術系の場合を除くと，論文集かワーク

ショップの成果をまとめたものである。地域全体を視野に入れた積極的な議論は数少な l \ o 換

言すると，資源のアセスメントなどを除くと，国単位(あるし lはさらに，その一部でしかない村落

調査)での調査とそのまとめ以上のものは見あたらない。

BOBP の対象は， も と も と 小規模漁業 と そ の担い手であ る漁師な ら びに漁村の生活向上に

あった。そして，国家機関(とくに漁業省などの関係機関)との橋渡しを重視している O各地の

多様性を前提としたアプローチではあるが，国境を越えるかたちでの漁師たちの協同を促すと

いった提案はなされていない。地域を共有する国家の存在を認め，その枠内での開発である O

その結果，見えてくるベンガル湾という地域は国家の集まりでしかな l ¥0

漁民たちの価値観や技術のレベルについては十分な考慮がなされ，開発や変革を実施するに

あたって政府や関係機関との交渉が重要であることが明らかにされている。それは，底辺の漁

民たちと政府とを結び、つける，いわば縦の関係に焦点を当てていると言えよう。たしかに，政

府との関係が漁民の生活向上にとって重要なのは言うまでもない。しかし，そこに漁民たちの
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横のつながりは見えてこないし，またそのような関係を見ょうとしていなし」たとえば，国境

を越えたとは言わないとしても，村を越えたつながりを提供する婚姻ネットワークや力一ス

卜・ネットワークへの言及はほとんどされていな ~ )oインド東岸の漁民たちは，出稼ぎ漁民が

多い。だとすれば，かれらと出身村との関係などを視野に入れた考察が必要であろう。

最後にアパデュライのスケイフ。論についても触れておきたい。 1980年代にはすでに南アジ

ア地域では中東への出稼ぎが盛んになっていた。筆者が 1 982年の夏からおよそ一年半滞在し

ていたスリランカの漁村にも中東への出稼ぎ経験者が存在した。ケーララ州ではもっと盛んで

あったろう。バングラデシュなども早くから出稼ぎが見られたはずだ。これは地域を越えた

ネットワークであり，漁村の生活向上という視点、から出稼ぎ労働者がらの仕送りというのは無

視できない。これはアパデ、ュライのエスノスケイプに関係する問題であると同時に開発とも密

接に関係していよう。

スケイプ論との関係で，もう lつ注目したいのは国際的な開発機関のあり方である。 BOBP

は FAOの傘下に位置づけられるが，その支援母体はスウェーデンであり，のちにデンマーク

や日本となる。こうしたつながりを，アパデュライの言うファイナンススケイフ。に含めてもい

いのではなかろうか。ベンガル湾という地域，しかも小規模漁業を対象とする開発プログラム

に遠く離れた漁業先進国が支援母体として関わってくる。そこには，村落の経済的自立を中心

とする地域の発展という考え方に収まらない先進国の国家戦略が認められよう。

6 お わ り に

BOBP と い う 国際開発プ ロ グ ラ ム の考察か ら明 ら かに な っ た こ と は， 例外は あ る に し て も

基本的には国家単位での研究と開発の促進であり，その集積であること，さらに BOBPを舞

台とする支援国家聞の関係が垣間見えることである。換言すれば，ベンガル湾という地域を前

面に出すことで，積極的に国家聞の敷居を低くしようとする動きや，漁民たち自身のトランス

ナショナルな動きを活性化したり，あるいは現実に起こっているような移民の実態を考察しよ

うとしたりする視点は， BOB に は欠落 し てい る のであ る 。

インドネシア・スマトラ沖地震と津波で，インドネシア・アチェ，タイ，スリランカ，イン

ド東南部などが被害受け，多くの人々が亡くなった。 BOBPが対象としていた地域は，皮肉

にも災害を通じて，密接な関係にあることをわれわれに教えてくれた。災害というできごとが，

普段は国境で分断されている地域に一種のまとまりを与えたのである。被害者の多くが海辺に

暮らす小規模漁業従事者であったということは想像に難くない。 BOBPを引き継いだ BOBP­

IGO が大地震以後どの よ う な活動を し て い る のか， そ し て， こ れを き っ か け に よ り 有機的な

地域観や活動が生まれたのだろうか。今後の課題としたい。
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注

1)地域概念および地域研究と国家戦略との関係についてはモーリスニスズキ [2005Jを参照。

2)モーリスニスズキは，同じような問題意識から「反地域研究Jを提案しているが，それは，虫

轍図的な視点の探求と言うよりは，グローバルな展開における地域のあらたな連携の司能性を探

るという視点で，後で紹介するアパデュライの問題意識に近い。松田の提案は，最近注目されて

いる空間 space や場所 placeの文化人類学を想起させるものであるが，これについては西井

[2006J を参照。

3) マ レ ー シ ア は， 小規模漁業がそれほ ど盛んでな い こ と な どを理由 に参加 し なか っ た。BOBP~

IGO については， http://www.bobpigo.org/contact.htm 2005.9. 1 を参照。

4) 3 村の規模は， 家族数がそれぞれ449 ， 117, 86 で， 人口が2，179 ， 607, 338 であ る 。

5) 他の報告書の成果への言及さ え ほ と ん どな さ れていな L 、。
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